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全日本アートサロン絵画大賞展はサクラクレパス創業70周年記念事業の一環として1991年から実施している公募展。

作者からのメッセージ

吉
永
　
朋
希

第30回展自由表現部門大賞「対人関係」 Ⓒ全日本アートサロン絵画大賞展

　この作品は、人間関係を築く中で感じる不安や恐怖心をテーマに制作しました。
私は、日頃から心象風景を描いており、この絵も普段の生活を行う中でふと心に浮
かんだ像を描いたものです。
　今回大変名誉な賞を頂き、審査員の先生方にも貴重なご意見を頂きました。これ
を機会に、より一層制作活動に励んでいきたいと思います。



令和　   年　  月　  日２５４３ （第三種郵便物認可）　 第　　　  号　 （　 ）２２４０６



　
お
知
ら
せ
　
次
号
５
月
５
日
号

は
休
刊
し
ま
す
。

　
株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ
ル

（
会
田
一
郎
社
長
、
東
京
都
）
は
、

３
月
26
～
28
日
、
京
都
・
烏
丸
御

池
の
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｕ 

京
都
三
条 

ｂ
ｙ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」

で
、
同
社
が
展
開
す
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

（
プ
ロ
ッ
タ
ー
）」
の
関
西
初
の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
プ
ロ
ッ

タ
ー
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ス
ト
ア
ｉ
ｎ
京
都
」
を
開
催
し

た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
１
９
年

３
月
に
東
京
・
青
山
の
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

ｃ
ａ
ｓ
ｅ
で
の

初
開
催
の
後

で
、「
関
西
で

も
開
催
し
て
欲

し
い
」
と
い
う

多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
の
声
に
応

え
た
。

　
会
場
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル

バ
ッ
ク
プ
レ
ー

ト
と
、
リ
ン
グ

で
直
接
一
枚
革

を
挟
み
込
ん

だ
、
軽
く
て
薄

い
シ
ン
プ
ル
な
「
６
穴
リ
ン
グ
レ

ザ
ー
バ
イ
ン
ダ
ー
」、
天
ノ
リ
製

本
の
「
メ
モ
パ
ッ
ド
」、
女
性
に

大
人
気
の
「
ミ
ニ
５
穴
リ
ン
グ
レ

ザ
ー
バ
イ
ン
ダ
ー
」、
最
小
サ
イ

ズ
の
「
３
穴
リ
ン
グ
レ
ザ
ー
バ
イ

ン
ダ
ー
」
と
、「
リ
フ
ィ
ル
メ
モ

パ
ッ
ド
」、ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー

ド
受
賞
の
プ
ロ
ッ
タ
ー
の
た
め
の

真
鍮
製
筆
記
具
「
ボ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
ペ
ン
」「
メ
カ
ニ
カ
ル
ペ
ン
シ

ル
」
な
ど
の
定
番
ア
イ
テ
ム
の
ほ

か
、
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
や
岡
山
の
デ

ニ
ム
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ
ン
ブ
ル
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、

デ
ニ
ム
生
地
の
ロ
ー
ル
ペ
ン
ケ
ー

ス
と
サ
コ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
限
定
ア

イ
テ
ム
を
多
数
用
意
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
カ
バ
ー
、
リ

ン
グ
、
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
を
選
ん

で
、
自
分
だ
け
の
「
レ
ザ
ー
バ
イ

ン
ダ
ー
」
を
目
の
前
で
作
っ
て
も

ら
え
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
。
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
リ
ン

グ
と
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
の
カ
ラ
ー

も
揃
え
て
、
好
評
を
博
し
た
。

　
プ
ロ
ッ
タ
ー
を
担
当
す
る
齋
藤

崇
之
企
画
部
長
は
「
東
京
に
続
い

て
、
関
西
で
は
２
０
２
０
年
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期

に
な
り
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
と
告
知
は
開
催

直
前
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
た
が
、
整
理
券

を
配
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
関

西
エ
リ
ア
で
の
ブ
ラ
ン
ド
浸
透
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
た
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
の
会
議
用
イ
ス

「
Ａ
ｎ
ｙ
（
エ
ニ
ー
）」、「
Ａ
ｌ
ｌ 

ｉ
ｎ 

Ｏ
ｎ
ｅ
（
オ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
）」
の
２
製
品
が
、
世
界
的
に

権
威
あ
る
ド
イ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
賞

「
２
０
２
１
年
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・

デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
、
１
９
５
５
年
に
設
立

さ
れ
た
、
世
界
的
に
権
威
あ
る
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
賞
の
一
つ
。

　
会
議
用
イ
ス
「
Ａ
ｎ
ｙ
」
は
、

ワ
ー
ク
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
カ

フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
空
間
に
も
対
応
可
能
で
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
の
シ
ー
ン
を
彩
る

シ
ン
プ
ル
チ
ェ
ア
ー
。

　
ま
た
、「
Ａ
ｌ
ｌ
　
ｉ
ｎ
　
Ｏ

ｎ
ｅ
」
は
、
メ
モ
台
と
収
納
が
一

体
と
な
っ
た
機
能
が
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
効
率
化
に
寄
与

す
る
。
加
え
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

空
間
の
創
出
も
可
能
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
ト
ン
ボ
鉛
筆

（
小
川
晃
弘
社
長
、
東
京
都
）
の

油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
「
モ
ノ
グ
ラ
フ

ラ
イ
ト
」
と
、テ
ー
プ
の
り
「
ピ
ッ

ト
エ
ア
ー
ミ
ニ
つ
め
替
え
タ
イ

プ
」
の
２
製
品
が
、
レ
ッ
ド
ド
ッ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　「
モ
ノ
グ
ラ
フ
ラ
イ
ト
」
は
、

ニ
ー
ド
ル
チ
ッ
プ
を
採
用
し
て
、

ペ
ン
先
周
り
の
視
界
が
広
く
精
密

筆
記
に
適
す
る
こ
と
、
ま
た
、
超

低
粘
潤
滑
油
性
イ
ン
ク
と
ス
プ
リ

ン
グ
レ
ス
チ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
滑
ら
か
な

筆
記
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
。

　「
ピ
ッ
ト
エ
ア
ー
ミ
ニ
　
つ
め

替
え
タ
イ
プ
」
は
、
エ
ア
ー
タ
ッ

チ
シ
ス
テ
ム
（
テ
ー
プ
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
）
を
採
用
し
て
、
使
い

始
め
か
ら
使
い
終
わ
り
ま
で
テ
ー

プ
を
軽
く
引
き
出
せ
る
こ
と
、
ま

た
パ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
採
用

し
て
、
反
発
力
の
あ
る
封
筒
の
ベ

ロ
な
ど
も
し
っ
か
り
接
着
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
ボ
デ
ィ
ー
を
コ
ン

パ
ク
ト
な
携
帯
型
に
し
、
経
済
的

な
テ
ー
プ
つ
め
替
え
式
を
実
現
し

た
こ
と
が
特
徴
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会

（
黒
田
章
裕
会
長
）
の

第
72
回
定
時
総
会
は
、

４
月
19
日
午
後
３
時
半

よ
り
奈
良
市
の
Ｊ
Ｗ
マ

リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
奈
良

で
開
催
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
事
業
年
度

だ
っ
た
が
、
昨
年
の
定

時
総
会
の
書
面
開
催
と

秋
に
開
催
し
た
臨
時
総

会
、
定
例
会
、
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
、
全
紙
工
運

営
へ
の
貢
献
な
ど
、
活

発
に
実
施
し
た
事
業
や
、
新
年
度

で
は
「
新
し
い
生
活
の
先
に
あ
る

新
製
品
の
開
発
」
や
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
」
を
盛
り
込
み
、
積
極
的
な
活

動
を
期
し
た
。
ま
た
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
黒
田
会
長

以
下
全
員
の
留
任
を
承
認
し
た
。

　
総
会
は
、
寺
村
聖
一
専
務
理
事

の
司
会
で
進
め
、
審
議
に
先
立
っ

て
黒
田
会
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
は
第
４
波
が
本
格
化
し
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
大
変

重
要
に
な
っ
て
き
た
。
今
朝
の
テ

レ
ビ
で
、
ス
マ
ホ
で
目
を
撮
影
す

る
だ
け
で
コ
ロ
ナ
の
陽
性
、
陰
性

が
わ
か
る
ア
プ
リ
を
開
発
（
ド
イ

ツ
企
業
）
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
や
っ
て
い
た
。
米
国
に
お
い
て

も
咳
の
音
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
、

判
断
の
正
確
性
は
97
～
98
％
と
い

う
。
ま
た
、
目
の
中
の
黄
斑
を
Ａ

Ｉ
が
判
断
し
て
黄
斑
の
個
数
に

よ
っ
て
判
断
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
も
登

場
し
て
い
る
よ
う
だ
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
を
加
速
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
よ
り
良

い
の
を
安
く
』
は
、
ゼ
ロ
か
ら
起

こ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

く
、
大
量
生
産
大
量
消
費
時
代
の

後
追
い
で
、
Ｄ
Ｘ
が
加
速
す
れ
ば

通
用
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。『
商
品
に
物
語
が
な
い
と
お

客
様
に
価
値
が
伝
わ
ら
な
い
』
と

以
前
に
話
し
た
よ
う
に
、
客
が
幸

せ
に
な
る
気
持
ち
に
す
る
に
は
、

ど
う
い
う
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
か
、
人
の
心
理
を
く
す
ぐ
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
は
ど

の
よ
う
な
日
常
が
訪
れ
る
の
か
。

社
会
の
変
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

日
々
、
客
と
接
す
る
中
で
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
黒
田
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、

志
方
弘
嗣
、
白
石
元
宏
両
常
任
理

事
を
議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
て

審
議
を
進
め
た
。

　
１
号
議
案
の
令
和
２
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件
は
、
寺
村
専
務
理

事
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
経
済
の
回
復
に
は
、
相
当

な
時
間
が
か
か
る
と
指
摘
し
な
が

ら
、
定
例
会
を
は
じ
め
、
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
、
全
日
本
紙
製
品
工
業
組
合
運

営
の
取
り
組
み
な
ど
活
動
内
容
を

報
告
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
・
紙

代
理
店
ら
特
別
会
員
と
の
交
流
、

大
阪
封
筒
会
、
封
筒
年
次
大
会
、

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
会
、
大
阪
Ｆ
Ｂ
Ａ
夏
季

研
修
会
、
関
西
ノ
ー
ト
協
議
会
、

在
阪
の
流
通
業
主
催
の
行
事
…
な

ど
が
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た
事
業

概
況
と
、
書
面
に
よ
る
総
会
議
案

の
承
認
と
秋
の
臨
時
総
会
、
定
例

会
・
期
末
理
事
会
、
企
画
委
員
会
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
２
０
２
０
、
全
紙
工
総
会
、
新

年
祝
賀
会
の
中
止
、
も
の
づ
く
り

振
興
協
会
・
大
商
議
紙
印
刷
部
会
、

特
別
会
員
の
役
員
異
動
な
ど
主
要

事
項
を
報
告
。
事
業
遂
行
に
伴
う

貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
並
び

に
剰
余
金
処
分
案
を
第
２
号
議
案

と
し
て
提
案
、
杉
浦
正
樹
会
計
理

事
が
旨
監
査
報
告
し
承
認
し
た
。

　
第
３
号
議
案
の
事
業
計
画
案
で

は
、
収
束
の
め
ど
が
た
た
な
い
コ

ロ
ナ
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
働

き
方
改
革
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
急
拡
大
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
へ
の
対
応
、
特
別
会
員
と
の

安
定
取
引
な
ど
、
新
し
い
活
動
項

目
も
加
え
て
少
数
精
鋭
の
団
体
と

し
て
業
界
を
リ
ー
ド
し
、
会
員
の

ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
の
新
し
い
需
要

開
拓
、
品
質
安
定
に
期
待
し
、「
組

織
の
拡
大･

増
強
」「
組
織
の
活

性
化
」「
新
し
い
生
活
の
先
に
あ

る
新
製
品
の
開
発
」
を
重
点
目
標

に
据
え
た
事
業
計
画
を
上
程
、
こ

れ
ら
諸
事
業
遂
行
に
伴
う
収
支
予

算
案
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
現
役
員
全
員
の
留
任
と
、
全

紙
工
役
員
と
し
て
大
紙
工
全
役
員

の
推
薦
、
部
会
長
・
委
員
長
を
次

の
よ
う
に
決
め
た
。

　
会
長
　
黒
田
章
裕
（
コ
ク
ヨ
）

　
副
会
長
　
西
川
雅
夫
（
セ
キ
セ

イ
）、
井
村
守
宏
（
イ
ム
ラ
封
筒
）

　
常
任
理
事
　
志
方
弘
嗣
（
ダ
イ

ゴ
ー
）、白
石
元
宏（
フ
ジ
ッ
ク
ス
）

　
会
計
理
事
　
杉
浦
正
樹（
羽
車
）

　
理
事
　
笹
川
正
裕
（
サ
サ
ガ

ワ
）、
富
田
浩
崇
（
ト
ミ
ー
）、
鴨

谷
仁
（
コ
ー
キ
封
筒
）、
角
坂
靖

夫
（
日
本
ノ
ー
ト
）

　
専
務
理
事
　
寺
村
聖
一
（
大
阪

紙
製
品
工
業
会
）

　
顧
問
　
鴨
谷
清
三
（
コ
ー
キ
封

筒
）

　
会
友
　
杉
浦
敬
久
（
羽
車
）、

井
村
達
男
（
イ
ム
ラ
封
筒
）

　【
部
会
】

　
事
務
用
紙
製
品
部
会
長
　
西
川

雅
夫

　
学
用
紙
製
品
部
会
長
　
福
井
正

浩　
日
用
紙
製
品
部
会
長
　
志
方
弘

嗣　
封
筒
部
会
長
　
井
村
守
宏

　
関
西
地
区
ノ
ー
ト
協
議
会
長
　

平
松
一
平

　【
委
員
会
】

　
組
合
活
性
化
委
員
会
　
黒
田
章

裕
会
長
以
下
全
員

　
総
務
委
員
長
　
西
川
雅
夫
、
井

村
守
宏

　
経
理
委
員
長
　
白
石
元
宏

　
見
本
市
委
員
長
　
杉
浦
正
樹

　
○
企
画
委
員
会

　
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
委
員
長
　
鴨
谷
仁

（
新
）

　
歩
こ
う
会
委
員
　
志
方
弘
嗣
、

杉
浦
正
樹
、
富
田
浩
崇
、
鴨
谷
仁

　
講
演･

研
修
委
員
長
　
井
村

守
宏
、
白
石
元
宏

　
賦
課
金
検
討
委
員
会
　
黒
田
章

裕
、
西
川
雅
夫
、
井
村
守
宏

　
環
境
対
策
委
員
長
　
笹
川
正
裕

　
会
員
夫
人
会
　
事
務
局

　
訂
正
　
本
紙
４
月
15
日
付
第
２

４
０
５
号
２
面
掲
載
の
「
大
阪
文

交
倶
楽
部
」
の
記
事
中
「
仕
方
弘

嗣
代
表
世
話
人
」
と
あ
る
の
は
、

「
志
方
弘
嗣
代
表
世
話
人
」
の
誤

り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

会
議
用
イ
ス
「
エ
ニ
ー
」

コ
ロ
ナ
に
影
響
さ
れ

多
く
の
事
業
が
中
止
に

大
紙
工
が

定
時
総
会

関
西
エ
リ
ア
初
開
催

「
プ
ロ
ッ
タ
ー
」公
式
イ
ベ
ン
ト

デザイン
フ ィ ル

プロッターのこだわりを紹介する齋藤部長

「エニー」「オールインワン」

コクヨの会議用イス
レッドドット・デザイン賞に

トンボ
鉛 筆モノグラフライトも

総会で挨拶する黒田会長



　
―
―
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
寺
浦
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
は

２
０
２
３
年
度
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

２
０
２
０
年
度
に
予
算

が
計
上
さ
れ
、
大
幅
に

前
倒
し
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
末
ま
で
に

は
、
全
国
の
小
中
学
生

約
９
０
０
万
人
に
、
１

人
１
台
の
学
習
用
端
末

が
配
備
さ
れ
る
見
通
し

で
す
。
実
際
の
と
こ
ろ

現
場
で
の
活
用
は
ま
だ

ま
だ
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
す
。

　
―
―
学
習
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ミ
ラ
ガ
ク
」

（
３
月
発
売
）
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
対
応
ア
イ
テ
ム
と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
ア
イ
テ

ム
を
多
数
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寺
浦
　
新
た
な
学
習
環
境
の
変

化
に
、
学
童
用
品
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
ど
う
い
う
提
案
が
で
き
る
の

か
、
作
年
秋
か
ら
商
品
の
構
想
を

練
り
、
試
作
を
重
ね
て
商
品
化
し

ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
が
始
ま
る

と
、
新
た
な
需
要
が
顕
在
化
し
ま

す
。
私
ど
も
は
そ
こ
に
向
け
て
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
化
に
あ
た
っ
て
は
、
学
童

メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

と
工
夫
を
満
載
し
て
い
ま
す
。

　「
タ
ッ
チ
サ
ッ
ク
」
は
、
小
学

校
の
低
学
年
の
児
童
で
も
操
作
し

や
す
い
導
電
繊
維
入
り
の
指
サ
ッ

ク
で
す
。「
タ
ッ
チ
ペ
ン
」
も
子

ど
も
が
持
ち
や
す
い
よ
う
に
軸
を

太
く
、
長
さ
を
短
く
し
て
、
ゴ

ム
部
分
に
は
耐
久
性
の
あ
る
素

材
を
採
用
し
て
い
ま
す
。「
タ
ッ

チ
キ
ャ
ッ
プ
」（
実
用
新
案
出
願

済
）
は
、
子
ど
も
に
身
近
な
鉛
筆

に
注
目
し
て
、
鉛
筆
に
付
け
て

キ
ャ
ッ
プ
部
分
を
持
ち
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
画
面
を
操
作
で
き

る
キ
ャ
ッ
プ
で

す
。
子
ど
も
は

無
く
す
こ
と
も

多
く
、
買
い
替

え
し
や
す
い
価

格（
３
０
０
円
、

税
別
）
の
設
定

と
し
て
い
ま

す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
用
ケ
ー

ス
の
「
タ
ブ
ラ

ス
ク
ー
ル
」は
、

衝
撃
に
強
い
素

材
を
採
用
し
、

ラ
ン
ド
セ
ル
に
入
り
や
す
い
設
計

と
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
ス
リ

ム
と
幅
広
の
２
種
類
。
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
筆
入
れ
で
人

気
の
高
い
４
色
を
揃
え
て
い
ま

す
。

　
―
―
ミ
ラ
ガ
ク
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
リ
ビ
ン

グ
学
習
も
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
。

　
寺
浦
　「
ミ
ラ
ガ
ク
」
は
、「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」「
リ
ビ
ン
グ

学
習
」「
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
」

こ
れ
ら
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
商
品

を
構
成
し
て
お
り
、
売
り
場
提
案

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
環
境
に
効
果
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ト
ー
タ
ル
な
売

り
場
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

　「
リ
ビ
ン
グ
学
習
」
で
は
、
お

う
ち
の
お
道
具
箱
の
イ
メ
ー
ジ
で

商
品
化
し
た
「
超
整
理
箱
」
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
」
商

品
で
は
、
１
カ
月
の
や
る
こ
と
や

楽
し
い
こ
と
を
見
え
る
化
す
る

「
こ
ど
も
の
よ
て
い
帳
」
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
ど
も
の
「
自
立
」
と
「
成
長
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ミ
テ
テ
」
シ

リ
ー
ズ
の
商
品
も
「
ミ
ラ
ガ
ク
」

で
展
開
し
ま
す
。
今
回
、
発
表
し

て
い
る
毎
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
商
品
「
こ
ど
も
の

み
じ
た
く
ス
ポ
ッ
ト
」（
６
月
発

売
）
と
、
親
と
一
緒
に
プ
リ
ン
ト

や
提
出
物
の
確
認
を
し
な
が
ら
整

理
収
納
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
商
品
「
お
う
ち
の
み
て
ね
ス

ポ
ッ
ト
」（
６
月
発
売
）
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
マ
マ
社
員
の
発

案
で
、「
自
分
の
子
ど
も
に
使
わ

せ
た
い
」
と
企
画
し
た
新
商
品
で

す
。

　
―
―
販
売
店
の
反
響
は
い
か
が

で
す
か
。

　
寺
浦
　
お
客
様
の
反
響
も
上
々

で
す
。
ト
ー
タ
ル
で
の
売
り
場
展

開
は
一
般
店
、
書
店
、
量
販
店
と

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
納
品
の
引
き
合
い
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
―
―
学
習
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
、
学
童
品
は
ど
う
な
っ
て
い
き

ま
す
か
。

　
寺
浦
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｃ
を

用
い
た
授
業
が
始
ま
る
ま
で
に
は

も
う
少
し
時
間
は
か
か
る
と
思
い

ま
す
。
教
育
環
境
の
変
化
で
、
今

後
起
き
る
変
化
を
予
想
し
て
み
ま

す
と
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
始
ま

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
が
本
格
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
使
わ
れ
て

い
た
学
童
品
が
あ
る
日
突
然
不
要

に
な
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
得

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
想
定

し
な
が
ら
、
学
習
環
境
の
変
化
に

応
じ
た
新
商
品
の
開
発
に
注
力
し

て
い
ま
す
。

　
―
―
学
童
収
納
用
品
の
新
商
品

と
し
て
登
場
し
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル

に
取
り
付
け
ら
れ
る
キ
ッ
ズ
携
帯

用
の
ケ
ー
ス
「
ラ
ン
ポ
チ
」（
６

月
発
売
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
商
品
で
す
ね
。

　
寺
浦
　
キ
ッ
ズ
携
帯
は
防
犯
ブ

ザ
ー
に
も
な
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で

位
置
情
報
も
わ
か
る
。
持
ち
込
み

を
許
可
し
て
い
る
学
校
も
増
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
キ
ッ
ズ
携
帯
を

見
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
る
学
校
も
あ
り
、「
常

に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
入
れ
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
使
え
な
い
」
と
い
う
保
護

者
の
不
安
の
声
が
あ
り
ま
す
。
弊

社
の
マ
マ
社
員
が
そ
の
悩
み
を
解

消
し
た
い
と
、
非
常
時
に
子
供
が

使
い
や
す
い
ラ
ン
ド
セ
ル
取
り
付

け
型
の
シ
リ
コ
ン
製
の
収
納
ケ
ー

ス
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
―
―
学
童
文
具
メ
ー
カ
ー
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
少
子
化
な
ど
の
市
場

環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い

か
れ
ま
す
か
。

　
寺
浦
　
既
存
商
品
に
お
い
て
も

用
途
を
応
用
し
て
開
発
で
き
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は

ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
童
品
で
は
な
い
の
で
す
が
、

新
商
品
の
「
リ
ュ
ッ
ク
用
ボ
ー
ド

型
バ
ッ
グ
イ
ン
バ
ッ
グ
の
タ
ブ

ラ
」
は
、「
自
分
が
欲
し
い
も
の

を
作
る
」
と
若
手
社
員
が
商
品
化

し
た
も
の
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

は
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
す
が
、

私
ど
も
に
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
の

接
点
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
兼
ね
て
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
出
品
し
た

の
で
す
が
、
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
驚
異
的
な
注
文
を
い
た
だ

き
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
え
ば
売

れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、こ
の
大
人
用
の
「
タ
ブ
ラ
」

は
学
童
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ス
の
「
タ
ブ
ラ
ス
ク
ー
ル
」

に
発
展
し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
よ
う
に
新
た
な
価
値
を
創

造
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
変
化

に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

新ブランド「ミラガク」
ク
ツ
ワ（
株
）

寺
浦
　
浩
之
社
長
に
聞
く

鉛筆キャップのタッチペン
ランドセルに
入 り や す い タブレットケース

実用新案

【
各
社
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
対

応
商
品
の
特
集
は
７
面
に
掲
載
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
小
中
学
生
に
１
人
１
台
学
習
用
端
末
環

境
の
整
備
を
目
指
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
が
前
倒
し

に
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
が
本
格
化
す
る
。
ク
ツ
ワ

株
式
会
社
で
は
春
の
商
談
会
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な

ど
、
学
習
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
「
子
ど
も
の
未
来
の
た
め

の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」新
ブ
ラ
ン
ド「
ミ
ラ
ガ
ク
」を
発
表
。

学
童
用
品
メ
ー
カ
ー
の
発
想
と
工
夫
を
満
載
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

学
習
サ
ポ
ー
ト
ア
イ
テ
ム
は
、販
売
店
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。

寺
浦
浩
之
社
長
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
現
状
や
学
習

環
境
変
化
へ
の
商
品
戦
略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

学習環境の変化を訴求する売り場提案



　　
◆
テ
プ
ラ
。
名
前
書
き
に
テ
プ

ラ
が
あ
れ
ば
便
利
で
す（
福
岡
県
・

主
婦
・
37
歳
）

　
◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
。「
こ
れ

か
ら
も
勉
強
を
頑
張
っ
て
！
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
。
新

た
な
門
出
の
お
祝
い
に
ぴ
っ
た
り

（
岡
山
県
・
主
婦
・
48
歳
）

　
◆
万
年
筆
と
皮
革
の
ペ
ン
ケ
ー

ス
（
岡
山
県
・
パ
ー
ト
・
女
性
・

57
歳
）

　
◆
ペ
ン
ケ
ー
ス
。
ず
っ
と
愛
用

で
き
る
消
耗
品
で
は
な
い
も
の
が

良
い
と
思
い
ま
す（
大
分
県
・
パ
ー

ト
・
女
性
・
56
歳
）

　
◆
少
し
高
め
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
。

普
段
よ
く
使
う
も
の
は
喜
ん
で
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す（
神
奈
川
県
・

会
社
員
・
男
性
・
37
歳
）

　
◆
筆
記
用
具
。
学
生
に
は

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
や
フ
リ
ク
シ
ョ
ン

の
蛍
光
ペ
ン
な
ど
は
い
く
つ
あ
っ

て
も
良
く
、
も
ら
う
と
嬉
し
い
と

思
い
ま
す
（
東
京
都
・
パ
ー
ト
・

女
性
・
40
歳
）

　
◆
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
。
ノ
ー

ト
な
ど
の
必
需
品
は
、
も
ら
う
と

嬉
し
い
と
思
い
ま
す
（
岐
阜
県
・

自
営
業
・
女
性
・
65
歳
）

　
◆
小
学
校
の
入
学
祝
い
に
ク
レ

パ
ス
や
多
色
色
鉛
筆
。
多
色
の
色

鉛
筆
は
特
別
感
が
あ
り
、
お
祝
い

に
は
好
適
品
だ
と
思
い
ま
す
（
北

海
道
・
会
社
員
・
女
性
・
31
歳
）

　
◆
万
年
筆
。
入
学
祝
い
に
親
か

ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
筆
を
も
ら
っ

た
。
転
勤
祝
い
に
職
場
の
人
か
ら

セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
を
も
ら
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
万
年
筆
の
沼
に

は
ま
っ
て
い
ま
す
（
東
京
都
・
会

社
員
・
男
性
・
64
歳
）

　
◆
鉛
筆
。
心
が
と
き
め
く
文
房

具
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
は
、
贈

る
方
に
と
っ
て
も
楽
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
（
静
岡
県
・
会
社
員
・

女
性
・
29
歳
）

　
◆
オ
レ
ン
ズ
ネ
ロ
。
僕
自
身
が

贈
っ
て
も
ら
い
、
勉
強
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た

（
熊
本
県
・
学
生
・
男
性
・
20
歳
）

　
◆
筆
箱
。
長
く
使
え
る
し
、
記

憶
に
も
残
る
と
思
い
ま
す
（
兵
庫

県
・
自
営
業
・
男
性
・
35
歳
）

　
◆
ペ
ン
の
セ
ッ
ト
。
高
校
の
お

祝
い
に
と
、
叔
父
か
ら
も
ら
っ
た

ペ
ン
の
セ
ッ
ト
。
少
し
大
人
に

な
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
20
年
以
上
経
ち
ま
し
た

が
、
今
も
手
元
に
置
い
て
大
切
に

し
て
い
ま
す
（
岐
阜
県
・
主
婦
・

40
歳
）

　
◆
筆
箱
と
キ
ラ
キ
ラ
の
カ
ラ
ー

ペ
ン
や
色
鉛
筆
、
絵
の
具
。
小
学

校
の
入
学
祝
い
に
カ
ワ
イ
イ
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
ペ
ン
セ
ッ
ト
と
50
色

の
色
鉛
筆
の
セ
ッ
ト
を
も
ら
い
ま

し
た
。
当
時
の
文
房
具
へ
の
ト
キ

メ
キ
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
文
具

店
を
覗
い
て
は
色
々
と
買
い
集
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
素

敵
な
文
房
具
を
使
っ
て
、
勉
強
や

お
絵
描
き
、
お
友
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
欲
し

い
。
入
学
祝
い
に
は
文
房
具
や
雑

貨
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す

（
長
野
県
・
主
婦
・
34
歳
）

　
◆
電
動
鉛
筆
削
り
。
勉
強
に
欠

か
せ
な
い
道
具
で
す
。
家
族
や
知

人
か
ら
も
ら
っ
た
文
房
具
を
使
う

と
、
よ
り
勉
強
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す（
滋
賀
県
・

学
生
・
男
性
・
22
歳
）

　
◆
万
年
筆
。
入
学
祝
い
だ
け
で

な
く
卒
業
祝
い
に
も
。
万
年
筆
は

一
生
物
で
す
。
20
年
前
に
も
ら
っ

た
パ
ー
カ
ー
の
限
定
モ
デ
ル
は
、

今
で
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
贈

り
物
は
思
い
出
に
な
り
、
長
く
愛

用
で
き
る
も
の
を
選
び
た
い
と
思

い
ま
す
（
大
阪
府
・
専
門
職
・
女

性
・
40
歳
）

　
◆
筆
箱
、
え
ん
ぴ
つ
、
消
し
ゴ

ム
、
も
の
さ
し
、
下
敷
き
セ
ッ
ト
。

入
学
前
の
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

文
房
具
。
も
ら
っ
た
と
き
の
子
ど

も
の
笑
顔
や
使
う
日
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
た
様
子
が
愛
お
し
く
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
北
海

道
・
主
婦
・
39
歳
）

　
◆
名
入
り
の
鉛
筆
、
シ
ャ
ー
ペ

ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
名
入
り
を
も

ら
う
と
凄
く
嬉
し
い
（
兵
庫
県
・

主
婦
・
31
歳
）

　
◆
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ノ
ー
ト
や
鉛
筆
。
贈
る
の
に
も
、

も
ら
う
の
に
も
、
文
房
具
だ
と
気

を
遣
わ
な
く
て
済
む
の
が
良
い

（
鹿
児
島
県
・
会
社
員
・
男
性
・

39
歳
）

　
◆
万
年
筆
。
カ
タ
ロ
グ
の
中
か

ら
好
き
な
も
の
を
チ
ョ
イ
ス
で
き

る
文
房
具
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
が
あ

れ
ば
良
い
な
ぁ
（
宮
城
県
・
会
社

員
・
男
性
・
31
歳
）

　
◆
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
自
分

が
使
っ
て
便
利
だ
と
思
う
も
の
を

贈
る
と
、
長
く
使
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
（
群
馬
県
・
会
社
員
・

男
性
・
33
歳
）

　
◆
万
年
筆
。
孫
の
就
職
祝
い
に

万
年
筆
を
贈
り
ま
し
た
が
、
大
変

喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
（
神
奈
川

県
・
無
職
・
男
性
・
79
歳
）

　
◆
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
大
学
生
に
な

れ
ば
自
分
の
お
気
に
入
り
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
本
人
が
欲
し
い
も

の
を
聞
い
て
あ
げ
て
贈
る
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
（
青
森
県
・
会
社

員
・
女
性
・
50
歳
）

　
◆
高
級
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
１
０
０

０
円
ぐ
ら
い
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
自

分
買
い
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

の
価
格
帯
と
な
る
と
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
営
業
職
に
就
い
た
人
が

注
文
書
、
契
約
書
な
ど
を
書
い
て

も
ら
う
場
面
で
、
高
級
感
の
あ
る

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
さ
っ
と
取
り
出
し

て
渡
す
と
格
好
良
い
で
し
ょ
（
東

京
都
・
会
社
員
・
女
性
・
27
歳
）

　
◆
万
年
筆
。
万
年
筆
を
貰
っ
た

時
の
喜
び
が
私
の
一
生
の
宝
で
す

（
大
阪
府
・
主
婦
・
69
歳
）

　
◆
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
就
職
祝
い
や

部
下
が
昇
進
し
た
と
き
な
ど
に

は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
選
ぶ
こ
と
が

多
い
で
す
（
群
馬
県
・
会
社
員
・

男
性
・
47
歳
）

　
◆
ロ
ロ
マ
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
シ
ス

テ
ム
手
帳
）。
お
祝
い
す
る
際
に

は
自
分
が
使
っ
て
良
か
っ
た
も
の

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
（
岐

阜
県
・
主
婦
・
36
歳
）

　
◆
印
鑑
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
一

生
使
え
る
も
の
を
贈
り
た
い
（
山

口
県
・
会
社
員
・
男
性
・
28
歳
）

　
◆
手
帳
＆
名
刺
入
れ
。
記
憶
に

残
る
品
だ
と
思
い
ま
す（
東
京
都
・

会
社
員
・
男
性
・
31
歳
）

　
◆
シ
ス
テ
ム
手
帳
。
文
具
は
自

分
で
選
び
た
い
派
な
の
で
、
贈
る

人
の
希
望
を
聞
い
て
贈
っ
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
（
青
森
県
・
主

婦
・
55
歳
）

　
◆
高
級
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
就
職
祝

い
に
母
親
か
ら
高
級
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
も
ら
い
ま
し
た
。
１
０
０
均
で

買
っ
た
も
の
と
は
使
用
感
が
段
違

い
で
し
た
。
今
も
専
用
の
替
え
芯

を
購
入
し
て
使
っ
て
い
ま
す
（
長

野
県
・
会
社
員
・
男
性
・
42
歳
）

　
◆
印
鑑
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン
・

シ
ャ
ー
ペ
ン
の
セ
ッ
ト
。
貰
っ
て

と
て
も
良
か
っ
た
も
の
で
す
（
滋

賀
県
・
主
婦
・
61
歳
）

　
◆
名
刺
入
れ
。
贈
る
人
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
贈
り
た
い

で
す
（
神
奈
川
県
・
会
社
員
・
女

性
・
53
歳
）

　
◆
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
プ
ラ

イ
ム
多
機
能
ペ
ン
３
＆
１
。
高
級

品
だ
と
、
使
う
の
が
も
っ
た
い
な

く
、
筆
記
具
の
ギ
フ
ト
は
普
段
使

い
で
き
る
も
の
が
良
い
と
思
い
ま

す
（
滋
賀
県
・
パ
ー
ト
・
女
性
・

47
歳
）

　
◆
入
学
祝
い
に
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
。就
職
祝
い
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
。

普
段
使
い
が
で
き
る
も
の
を
贈
り

た
い
（
滋
賀
県
・
会
社
員
・
男
性
・

61
歳
）

　
◆
入
学
祝
い
に
鉛
筆
セ
ッ

ト
、
就
職
祝
い
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
。書
き
や
す
く
て
、

持
ち
や
す
い
、
使
い
勝
手
の
良
い

も
の
を
選
び
ま
す
（
静
岡
県
・
女

性
・
38
歳
）

　
◆
万
年
筆
＆
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
ギ

フ
ト
は
贈
り
手
の
セ
ン
ス
が
問
わ

れ
ま
す
。
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
筆
記

具
は
、
も
ら
っ
た
経
験
か
ら
価
値

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
（
神
奈

川
県
・
無
職
・
男
性
・
44
歳
）

　
◆
入
学
祝
い
に
文
房
具
セ
ッ

ト
、
就
職
祝
い
に
バ
イ
ン
ダ
ー
＆

書
類
ケ
ー
ス
。
見
た
目
の
デ
ザ
イ

ン
よ
り
も
機
能
や
使
い
勝
手
の
良

い
も
の
が
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す

（
千
葉
県
・
主
婦
・
48
歳
）

　
◆
入
学
祝
い
に
名
前
入
り
色
鉛

筆
、
就
職
祝
い
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

万
年
筆
。
流
行
り
の
便
利
文
具
を

あ
げ
る
と
喜
ば
れ
ま
す（
東
京
都
・

パ
ー
ト
・
女
性
・
48
歳
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
２
月
１

日
か
ら
28
日
ま
で
の
１
カ
月
間
実

施
、有
効
回
答
者
数
は
７
７
４
件
。

　
質
問
項
目
は
、
①
入
学
祝
い
や

就
職
祝
い
で
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た

文
房
具
は
あ
り
ま
す
か
？
②
嬉
し

か
っ
た
具
体
的
な
文
房
具
は
？
③

春
の
ギ
フ
ト
で
、
文
房
具
を
贈
る

と
す
れ
ば
、
ど
の
様
な
文
房
具
で

す
か
？
④
お
祝
い
に
文
房
具
を
贈

る
こ
と
に
つ
い
て
の
各
項
目
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、①
の「
入

学
祝
い
や
就
職
祝
い
で
も
ら
っ
て

嬉
し
か
っ
た
文
房
具
は
あ
り
ま
す

か
？
」
で
は
、「
贈
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
文
房
具
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
人
は
、
57
・
２
％
に
上
り
、

大
半
の
人
が
文
房
具
を
貰
っ
て
喜

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、②
の「
貰
っ
て
嬉
し
か
っ

た
具
体
的
な
文
房
具
は
？
」で
は
、

43
・
８
％
の
人
が
「
万
年
筆
」
と

回
答
、
他
の
商
品
を
大
き
く
引
き

離
し
た
。
続
い
て
、「
ボ
ー
ル
ペ

ン
」（
15
・
６
％
）、「
筆
箱
・
ペ

ン
ケ
ー
ス
」（
12
・
２
％
）、「
鉛
筆
・

色
鉛
筆
」（
７
・
７
％
）、「
シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル
」（
４
・
１
％
）、「
文

具
セ
ッ
ト
」（
３
・
４
％
）。

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は
、万
年
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
鉛
筆
・
色
鉛
筆
な

ど
筆
記
具
が
全
体
の
半
数
以
上
を

占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た
１
位
の
万

年
筆
を
贈
ら
れ
た
人
の
意
見
と
し

て
は
、「
贈
ら
れ
た
万
年
筆
と
一

緒
に
頑
張
れ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
万
年
筆
を
も
ら
っ
た
時
の
こ

と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
」（
山

口
県
・
会
社
役
員
・
女
性
・
41
歳
）、

「
就
職
祝
い
に
万
年
筆
を
も
ら
い

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大
人
へ
の
仲

間
入
り
を
し
た
ん
だ
、
社
会
人
に

な
っ
た
ん
だ
と
感
じ
た
瞬
間
を
今

も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
」（
北

海
道
・
会
社
員
・
女
性
・
31
歳
）

な
ど
、
万
年
筆
と
共
に
思
い
出
を

語
る
声
も
多
く
あ
っ
た
。「
万
年

筆
は
手
入
れ
を
し
な
い
と
い
け
な

い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ま
た
ア
ナ

ロ
グ
で
大
変
だ
け
ど
嬉
し
い
作
業

で
す
。
ペ
ン
先
を
大
事
に
洗
い
、

新
し
い
イ
ン
ク
を
挿
入
す
る
と
き

の
感
じ
が
好
き
で
す
」（
大
阪
府
・

専
門
職
・
女
性
・
40
歳
）
の
よ
う

な
魅
力
を
語
る
声
も
あ
っ
た
。
　

　
万
年
筆
の
他
で
は
、
高
級
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
名
入
り
商
品
や
印
鑑
付

き
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

文
具
な
ど
を
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た

と
い
う
意
見
も
。

　
③
の
「
春
の
ギ
フ
ト
と
し
て
文

房
具
を
贈
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
文
房
具
で
す
か
？
」
で
は
、

入
学
祝
い
で
最
も
多
か
っ
た
の
が

26
・
6
％
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の

「
ペ
ン
」、次
い
で
20
・
０
％
の
「
鉛

筆
」、
16
・
５
％
の
「
万
年
筆
」、

14
・
０
％
の
「
筆
箱
・
ペ
ン
ケ
ー

ス
」、
８
・
０
％
の
「
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
」、
６
・
０
％
の
「
文

具
セ
ッ
ト
」
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
就
職
祝
い
で
は
、
最
も

多
か
っ
た
の
が
入
学
祝
い
と
同
様

の
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
「
ペ
ン
」

58
・
８
％
で
、
次
い
で
44
・
７
％

の
「
万
年
筆
」、
14
・
０
％
の
「
手

帳
・
シ
ス
テ
ム
手
帳
」、
１
・
８
％

の
「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」。

　
次
に
、
入
学
祝
い
、
就
職
祝
い
、

入
学
＆
就
職
祝
い
に
贈
り
た
い
文

房
具
と
声
を
紹
介
す
る
。

　
文
房
具
屋
さ
ん
ド
ッ
ト
コ
ム
は
、
入
学
・
入

社
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
、「
お
祝
い
に
貰
っ
て

嬉
し
か
っ
た
文
房
具
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
入
学
祝
い
や
就
職
祝
い
で
、

「
文
房
具
を
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
回
答
し

た
人
は
、
全
体
の
６
割
を
占
め
、
文
房
具
は
入

学
、
就
職
祝
い
に
贈
る
ギ
フ
ト
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
入
学
祝
い
】

【
就
職
祝
い
】

【
入
学
・
就
職
祝
い
】

入
学
・
就
職
祝
い
共
に

贈
る
と
す
れ
ば
ボ
ー
ル
ペ
ン

伊東屋グランフロント大阪店の万年筆売り場



新
製
品

オリジナルワークス

◆ＭＤＳ関西支店調べ◆

　

令和３年４月２５日現在 

すみっコぐらし
	 （サンエックス）
スヌーピー
	 （サンスター文具）
ミッフィー
	 （クツワ）
鬼滅の刃
	 （エンスカイ）
呪術廻戦
	 （エンスカイ）
ドラえもん
	 （ショウワノート）
ムーミン
	 （サンスター文具）
ポケットモンスター
	 （ショウワノート）
アンパンマン
	 （サンスター文具）
トロピカル～ジュ！プリキュア
	 （サンスター文具）

サラサＲ
	 〈Ｂ〉100 円（ゼブラ）
ユニボールｏｎｅ限定色
	 〈Ｂ〉120 円（三菱鉛筆）
モノグラフ　ライト
	 〈Ｂ〉180 円（トンボ鉛筆）
Dr. グリップ	CL プレイボーダー ニコ
ラコラボ〈Ｓ〉600 円（パイロット）
ILMILY　ゲルインキボールペン
	 〈Ｂ〉150 円（パイロット）
ジェットストリーム EDGE 0.28
 〈Ｂ〉1000 円（三菱鉛筆）
スマッシュワークス
	 〈Ｓ〉1000 円（ぺんてる）
からっぽペン
	 〈Ｆ〉200 円（呉竹）
マイルドライナー　ディズニー
	 〈ＣＭ〉180 円（ゼブラ）
鉛筆シャープ
	 〈Ｓ〉180 円（コクヨ）

注：Ｂ＝ボールペン、Ｓ＝シャープペンシル、Ｃｕ＝カスタマイ
ズ型、ＣＭ＝カラーマーカー類、万＝万年筆、Ｆ＝筆ペン

  作家からの要望に応えて商品化し
た。
　「ブレスレット指輪用フォト」は、
簡単手軽にフィッティング画像が撮
影でき、「映え」写真がスマホで簡
単に撮影できる。モデルパターン４
種類と色違いバージョン４種類をが
セットになっている。１３２０円。
　また、「男性モデルフォト」フル
セットは、ピアス、イヤリング、ネッ
クレス、ブレスレット、指輪、アン
クレット、ネクタイピン、カフスボ
タンなど、カジュアルからビジネス
まで、定番のアクセサリーを全てカ
バーし、８シーンをセットアップし
ている。１７６０円。各税込。
　このほか、モデルフォト「ピアス・
イヤリング」を発売している。

　段ボール製のフレームに巻き付け
られたＯＰＰフィルムを広げて、台
座に差し込むだけで簡単に設置がで
きるパーティション。
　段ボールとＯＰＰフィルムを採用
しているため、１個あたり約２８０
㌘と軽量で、持ち運びやすく、組み
立て式なので保管場所も取らない。
　１パック１０個入りでの販売のた
め、イベント等で大量にパーティ
ションを使用する際に最適。
　また、使用後は段ボールからフィ
ルムを剥がすだけで簡単に分別でき
るので、廃棄時の手間も軽減できる。
オープン価格。

　一般的な定規のように「太さ（幅）
がある線」ではなく、幾何学の定義
でいうところの線＝「太さ（幅）が
ない線」で目盛りを表現した定規。
等間隔に並べた面と面の間に生まれ
る境界線で位置を測ることで、より
正確な長さを計測できる。
　決して大掛かりでない、ちょっと
した発想の転換により、鮮やかに物
を測る道具としての機能を究めた提
案として、デザインアワードで高い
評価を受けた。
　２０１７年の商品化に際し、同社
公式オンラインショップと、同社直
営ショップ「ＴＨＩＮＫ　ＯＦ　Ｔ
ＨＩＮＧＳ」で取り扱ってきたが、
多くのユーザーからの支持を得たこ
とから、全国に販路を拡大した。１
１００円。税込。

　卓上カレンダーのように立てられ
るメモ帳。家で過ごす時間が増える
中、毎日の家事やテレワーク、家族
とのコミュニケーションをもっと快
適にするアイテムとして開発した。
　簡単に折りたためるので書き込み
がしやすく、ワンタッチでスムーズ
に立てることができる。
　立てたまま置いておくことで、パ
ソコンやスマートフォンのように、
改めて開いて確認する手間がない。
　ノートパソコンの横や食卓テーブ
ルなどに、場所を取らずに置いてお
ける縦型と、デスクトップ画面の下
のスペースを有効活用できる横型を
用意している。
　それぞれ４種のフォーマットで、
用途に合わせて選べる。縦型８０枚
入、横型６０枚入。３５２円。税込。

　スポーツ観戦やイベント時におす
すめの顔・ボディ用のマーカー。
　新しい生活様式に合わせ、主流と
なってきたオンラインイベントや、
自宅でも気分を盛り上げたい、特別
な思い出を残したいという人におす
すめ。
　ペン先はやわらかい書き心地の筆
タイプで、細い線から太い線まで自
在に調整可能。水性インキを採用し
ており、クレンジングで簡単に洗い
落とせて便利。
　ラインアップは、優しい色合いの
パステルカラーや華やかなメタリッ
クカラーを含む全２０色を用意。さ
まざまな場面で気分を盛り上げてく
れる、多彩なバリエーションで展開。
　１３２円、４本セットは５２８円。
税込。

　新商品は、人気のニコラモデルへ
のヒアリングや読者アンケートを通
じ、昨年からティーンに人気の「大
人っぽさ」を強く打ち出し、シンプ
ルで、白や淡色を取り入れたデザイ
ンに仕上げた。シャープペンシルは、
芯径０・５㍉と０・３㍉。
　芯径０・５㍉タイプは、「ブラッ
クチェリー」、「フラワーガール」、「レ
モン」、「チューリップ」、「雲クリア」
の５種類。芯径０・３㍉タイプは、

「雲ブルー」、「アボカド」、「ピーチ」
の３種類を揃えた。グリップは、好
きなように並べ替えることができ、
既存のプレイボーダーシリーズのグ
リップと交換して楽しむこともでき
る。６６０円。税込。
　また、シャープ替え芯、消しゴム、
ペンケースも用意している。

　消しゴムはんこ作家のｅｒｉｃさ
んとのコラボスタンプ第３弾「エン
ドレススタンプｅｒｉｃ」。
　第３弾は、つなげて使えるアイコ
ンスタンプ。ワンタッチで連結・切
り離しができるエンドレススタンプ
とのコラボにより、小さな文房具た
ちがアイコンサイズになって登場。
一つで使ったり、つなげてメッセー
ジカードの縁を彩るなど、色々なア
レンジが楽しめる。
　パッケージは、使い方がわかる描
きおろしイラスト入り。スタンプか
ら、ケース、専用スリーブまで、ｅ
ｒｉｃさんの魅力が満載。セットは
１６本入り、４９５０円。税込。
　同社のエンドレススタンプは、連
結の精度が高く、整然とした印字が
得られる。グッドデザイン受賞商品。

　乾くとステンドグラスのように、
光を通しクリアカラーになる、のり
と絵の具が合体した不思議な絵の具

「グラスデコ」のオーナメントセッ
ト新商品。
　「グラスデコ　オーナメントセッ
ト」は、子どもがより手軽に楽しめる
キットとして好評のシリーズ。今回、
登場した「メルヘン」は、おとぎ話の
かわいいキャラクター。作品作りに
は欠かせないラメ入りのグラスデコ
５色を含む全６色と、絵柄６種類の
プレート入りで、付属の透明プレー
トに好きな色のグラスデコを塗って
乾かすだけで、キラキラした作品が
出来上がる。１２１０円。税込。
　親子で楽しむおうち遊び、ギフト
にも最適。既発売商品は「ジュエル」

「きょうりゅう」。

　アメリカ・ニューヨーク生まれの
ファッショナブルなアイウェアブラ
ンド「RS　eyeshop」のブルーラ
イトカット対応のＰＣメガネ。
　スマートフォンやパソコン、ゲー
ム機などから放出されているブルー
ライトは、長時間浴び続けることで
昼夜逆転や、睡眠障害、日中の集中
力、生産性の低下などの影響がある
と言われている。この春からデザイ
ンステーショナリーメーカーのマー
クスが取り扱いを開始した、「RS 
eyeshop」のブルーライトカットグ
ラスは、ブルーライトを約４５％
カット、長時間デジタルデバイスを
使用する人に最適。
　フレームデザインは全８種類を揃
えている。オリジナルのメガネケー
ス付き。３９６０円。税込。

　台風や豪雨の際に、ドアや窓サッ
シなどのすき間から吹き込む雨水を
防ぐテープ。
　「台風テープ　ドア・サッシ目張
り用」は、特別な知識や技術がなく
ても、金属枠やコンクリート、木材
など、さまざまな材質へ簡単にしっ
かり貼りつけられ、さらに豪雨が去
った後にきれいにはがせるのが特
徴。手で切れるため、貼りつけ作業
も簡単に行うことができる。
　台風や豪雨による風水害・土砂災
害発生リスクが高まる中、消防庁な
どでも事前の備えを呼び掛けてい
る。台風テープを自宅に備えておけ
ば、気象予報を確認して、事前にド
アや窓サッシなどに貼ることで開口
部からの浸水を防止して、住宅や家
財を守ることができる。

ササガワ

スタンドメモ
デザインフィル

パーティション
キングジム

プレイボーダーニコラ
パイロット

ペイントマーカー

本当の定規
コクヨ

シヤチハタ

オーナメントセット
ヤマトサンビー・

ＲＳのＰＣメガネ
マークス

はがせる台風テープ
ニトムズ

コラボスタンプ第３弾

立てて
おける

フェイスドクターグリップＣＬ

巻き取り式
フ ィ ル ム

グラスデコ
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